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ンタビュー (丸尾長顕著 (1967)『イヴの喫煙室』「圭介翁聞き書」)、A Directo-





















































































が主として活字拾いの職工として働いた。これが明治 6年 (1873) で、京
都に於いて外国文を活字に印刷出版した、そもそもの始まりで、e.出版物
は全て山本覚馬の名を以て出した。
下線 b.にあるように、出版、発行元は府立集書院4) (明治 5年 9月竣工 5)) で
あった。「明治 5年正月に府ですでに話があり、福沢諭吉氏が京都の学事視察を
した時、『書籍縦覧株式会社開設』を勧め、府でいよいよこれを実現させる気運









































写真 1 ｢京都と博覧会 丹羽圭介氏談」原稿の
一部 (○は千代間による)
になりました。f.これが日本で印刷された最初のガイド・ブックとなっ








下線 f.の CELEBRATED PALACES (sic.) IN KYOTO & THE SURROUND-
ING COUNTRIESについては、丹羽は自分の蔵書を丸尾に見せたと思われる。
『京都府教育史・上』389ページには「山本覚馬・丹羽圭介の京都案内 (丹羽圭
介氏蔵)」の表紙写真があり、ʻKyoto 8)ʼ の他に、(&) の後に (,) がないだけで、
丸尾の書き写したタイトルと同じである。
下線 g.には「リュドルフ・レーマンの弟」とあるが、正しくは、ルドルフは


















覚馬名所案内の最初期のタイトルは、CELEBRATED PLACES IN KIYOTO
















の役割もつとめて (重久篤太郎、1968 : 141)」いた。
ルドルフは、1869年 27才で来日し、レーマン・ハルトマン商会で働いた。ル
ドルフは兄カールと親しかった山本覚馬の仲介により、新設の外国学校の雇い教
師として、1870 (明治 3) 年京都に移った。ルドルフは英語も話し、最初の半年





















丹羽は 1856 (安政 3) 年 8月 8 日10)、山城国葛野郡壬生村 (現在の京都市中京
区壬生) に生まれた。父の名は桂芳、母の名は千代である。丹羽は 3人目の子供
であったが、長男長女は生まれてすぐに亡くなり、丹羽家 14 代目の「戸籍上長


























農研究所のはじまりです (丸尾、1967 : 255)。
この言葉から、丹羽は自身の語学能力の向上のために、自分に適したネイティ
ブ・スピーカーの教師を求めて行動したことがわかる。




丹羽はウィーン万国博覧会 (開催期間は、1873年 5 月 1 日から 10月 31 日)
について、「佐野常民大使が委員長で、私 (圭介翁) も見学に行き (丸尾、1967 :
256)」その際、精巧な東寺の塔の模型を出品した (ibid., 257) と述べている。こ
れらの発言については、調査中 16)である。続いて丹羽は、「当時、私は東京へ旅
行しましたが、(中略) 脇差を持ってゆけといわれたが、重くて包んでゆきまし
た (丸尾、1967 : 257)」と述べた。この時の旅行についての詳細は、具体的には
わかっていない。
丹羽は同時期、京都において小野組転籍事件に関与した。青山 (1976) による
と、その該当部分は、1873 (明治 6) 年 5 月から 8月までの間に「20才未満の白
面の書生丹羽圭介を知事代理として裁判所へやって申し渡しを受けさせた
(138)」ことである。小野組転籍事件は、1873 (明治 6) 年 8月に、山本が「京
都府参事槇村正直の東京拘禁に関してその釈放のため、妹八重に付き添われて上
京、(12月まで滞在、奏功する) (青山、1976 : 405)」したことが知られている。
1874 (明治 7) 年、18才の丹羽は東京の慶応義塾に入学するため、「母親より







あり、新式私立学校の嚆矢と見てよい (1940 : 551)」設立時期であった。生徒は

































































































3 ) ｢長崎、足羽 (現福井県の一部)、豊岡 (現兵庫県の一部)、宇和島 (現愛媛県の一部)、
広島の諸県より通訳官 8 名を招いて 3会場へ分置し、大阪府よりは井上典事、山田権
少属、川原四等訳官、兵庫県より芦原権大属らが出張し、交代して外国人の応対に当
たった。尚兵庫県では京都府の依頼に応じ左の訳官が 10 日交代を以て出張した (大
槻喬、1937 : 29)」、という対応であった。
4 ) 府立集書院については、青山 (1976) に詳しい。
5 ) 京都市 (1975)『京都の歴史 8』学芸書林、275 ページ。
6 ) 英の夫、平井権七は 6代目と思われる。「平井家は亀甲屋の屋号を持ち、江戸時代か
らのポンプの製造販売を業とし、明治維新までは御所および諸藩の御用商人も勤む。
維新後は金銭貸付業も兼ね、多額納税者として明治 37年には府下第 3位を占む (京
都商工会議所、1985 : 545)」ほどであった。
7 ) 千代間泉 (2020年 7月 11 日)「丹羽章氏面談採録」。
8 ) 丹羽圭介氏蔵は Kiyotoである。丸尾は現代語に書きなおしたと思われる。
9 ) 重久篤太郎 (1968)『お雇い外国人⑤教育・宗教』139ページ。
10) 和暦であるとすると、西暦では 1856 年 9月 6日生れである。
11) 千代間 (2020年 7月 11 日)「丹羽章氏面談採録」。
12) 八木家 10 代目当主である。
13) 山本亡羊は、「文政 9年ドイツの名医本草学者シイボルト氏我国へ漫遊し長崎より京
都に来り河原町二条阿蘭陀屋敷に逗留中廔先生と往復し我国と欧州諸国の物産薬品を
相互に比較研究し (中島民之介、1909 : 19)」交流を深めた研究者であった。
14) 品評員の氏名の記録が整う、1875 (明治 8) 年の第 4回京都博覧会から、品評方とし
て名前がある。大槻喬 (1937)『京都博覧協会史略』京都博覧協会、64ページ。
15) 1827年生まれのウィードは、明治 6 年から年ごとに契約を更新し、12年 4月末日ま
で 6 年間、継続・雇用された。
16) 坂本久子 (2008) の研究に、ウィーン万国博覧会に公的に派遣された人員の名簿があ
るが、丹羽の名前はない。私的な渡航については調査中である。参考までに、澳国博
覧会事務局留守人員表 (坂本久子、2008 : 3) の中には、丹羽の師である、山本秀夫、
山本章夫の名前がある。
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